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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第68期

第１四半期連結
累計期間

第69期
第１四半期連結

累計期間
第68期

会計期間

自平成25年
　12月１日
至平成26年
　２月28日

自平成26年
　12月１日
至平成27年
　２月28日

自平成25年
　12月１日
至平成26年
　11月30日

売上高 （千円） 10,998,211 11,999,390 47,257,282

経常利益 （千円） 466,092 644,508 2,624,776

四半期（当期）純利益 （千円） 237,685 380,130 1,613,708

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 367,909 914,379 1,815,748

純資産額 （千円） 16,178,905 17,838,070 17,501,432

総資産額 （千円） 30,247,273 35,534,290 35,039,577

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 26.22 42.15 178.01

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 51.61 48.29 48.22

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

 　 　 ２．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

 　　　 ３．売上高には、消費税等は含まれておりません。

 

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業について、重要な変更

はありません。また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

 　当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

 　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）業績の状況

当第１四半期連結累計期間のわが国経済は、政府の経済政策、日銀の金融政策の効果もあり、企業収益や雇用

情勢の改善が進むなど穏やかな回復基調にありました。しかしながら、消費税率の引き上げに伴う影響の長期化

や、中国をはじめとする新興国の景気下振れ懸念など、依然として先行きは不透明な状況が続いております。

このような状況の中で、当社グループは、「日米中亜４極体制　新たなステージへ　For the Next Stage」を

テーマに、中期経営計画の各種施策に取り組んでおります。

その結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は11,999百万円（前年同期比9.1％増）、営業利益は562百万円

（同37.7％増）、経常利益は644百万円（同38.3％増）、四半期純利益は380百万円（同59.9％増）となりまし

た。

 

セグメントの業績は、次のとおりであります。

（産業機械）

産業機械部門では、自動車業界向けを中心に堅調に推移しました。地域別に見ますと、国内及び北米での販売

が好調に推移しましたが、中国は景気の減速に伴い苦戦いたしました。またアジアにおいては、平成26年８月に

新設したタイ現地法人の売上が軌道に乗り、タイ、マレーシアでの販売が前期比売上増となりましたが、インド

ネシアにおいては前年同期の大口案件の反動減により低迷いたしました。

この結果、当部門の売上高は10,221百万円（前年同期比6.8％増）、営業利益は679百万円（同22.2％増）とな

りました。

 

（建設機械）

建設機械部門では、震災復旧復興や防災対策等により需要が増加し、また東京オリンピック招致による影響も

あり全体的に底堅く推移いたしました。このような状況下、当社における建設機械販売はクレーンや中古建機販

売が伸長いたしました。

この結果、当部門の売上高は1,766百万円（前年同期比24.2％増）、営業利益は91百万円（同38.4％増）となり

ました。

 

（その他）

当セグメントは、保険部門の業績を示しております。

当部門の売上高は10百万円（前年同期比46.1％増）、営業利益は4百万円（同253.2％増）となりました。

 

(2）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(3）研究開発活動

該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 33,600,000

計 33,600,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成27年２月28日）

提出日現在発行数（株）
（平成27年４月９日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 9,327,700 9,327,700
東京証券取引所

(市場第一部)

　単元株式数

　100株

計 9,327,700 9,327,700 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

 該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

 該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

 該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成26年12月１日～

平成27年２月28日
- 9,327,700 - 1,414,415 - 1,248,878

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前基準日（平成26年11月30日)に基づく株主名簿による記載をしております。

①【発行済株式】

平成27年２月28日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　　　262,300 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　　　9,063,000 90,630 －

単元未満株式 普通株式　　　　　2,400 － －

発行済株式総数 9,327,700 － －

総株主の議決権 － 90,630 －

 

②【自己株式等】

平成27年２月28日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数

（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

マルカキカイ株式会社
大阪府茨木市五日市緑

町２番28号
262,300 － 262,300 2.81

計 － 262,300 － 262,300 2.81

 

２【役員の状況】

 該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成26年12月１日から平

成27年２月28日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成26年12月１日から平成27年２月28日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、近畿第一監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成26年11月30日)
当第１四半期連結会計期間

(平成27年２月28日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 8,880,454 8,623,982

受取手形及び売掛金 ※３ 13,646,258 ※３ 14,109,192

電子記録債権 781,713 938,335

有価証券 500,000 600,000

商品及び製品 2,271,795 2,055,588

仕掛品 508,805 556,906

原材料及び貯蔵品 2,882 2,876

繰延税金資産 237,773 253,065

その他 1,198,025 1,155,102

貸倒引当金 △51,672 △41,226

流動資産合計 27,976,036 28,253,824

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 1,385,118 1,433,633

減価償却累計額 △523,718 △540,798

建物及び構築物（純額） 861,399 892,834

機械装置及び運搬具 316,661 353,970

減価償却累計額 △262,624 △295,871

機械装置及び運搬具（純額） 54,037 58,098

工具、器具及び備品 294,149 316,823

減価償却累計額 △237,684 △255,325

工具、器具及び備品（純額） 56,464 61,498

貸与資産 2,366,784 2,463,743

減価償却累計額 △1,754,150 △1,768,776

貸与資産（純額） 612,634 694,967

土地 2,738,645 2,754,060

有形固定資産合計 4,323,182 4,461,459

無形固定資産   

のれん 296,935 327,835

その他 88,946 82,926

無形固定資産合計 385,881 410,761

投資その他の資産   

投資有価証券 1,543,849 1,580,071

長期預金 500,000 500,000

繰延税金資産 115,159 128,902

その他 252,135 255,567

貸倒引当金 △56,667 △56,296

投資その他の資産合計 2,354,477 2,408,244

固定資産合計 7,063,540 7,280,466

資産合計 35,039,577 35,534,290
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成26年11月30日)
当第１四半期連結会計期間

(平成27年２月28日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 11,849,689 9,978,250

電子記録債務 2,337,000 4,319,154

短期借入金 51,870 458,336

1年内返済予定の長期借入金 58,094 66,208

未払法人税等 603,562 228,193

その他 1,902,035 1,947,089

流動負債合計 16,802,251 16,997,231

固定負債   

長期借入金 145,236 132,417

繰延税金負債 129,180 135,768

役員退職慰労引当金 194,026 172,517

退職給付に係る負債 48,087 38,951

再評価に係る繰延税金負債 184,661 184,661

その他 34,702 34,672

固定負債合計 735,894 698,988

負債合計 17,538,145 17,696,220

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,414,415 1,414,415

資本剰余金 1,300,391 1,300,391

利益剰余金 13,859,208 14,112,424

自己株式 △211,874 △661,837

株主資本合計 16,362,141 16,165,394

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 260,736 277,079

土地再評価差額金 299,043 299,043

為替換算調整勘定 △5,291 435,439

退職給付に係る調整累計額 △19,782 △17,979

その他の包括利益累計額合計 534,706 993,583

少数株主持分 604,584 679,091

純資産合計 17,501,432 17,838,070

負債純資産合計 35,039,577 35,534,290
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成25年12月１日
　至　平成26年２月28日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成26年12月１日
　至　平成27年２月28日)

売上高 10,998,211 11,999,390

売上原価 9,440,282 10,186,516

売上総利益 1,557,928 1,812,874

割賦販売未実現利益戻入額 6,377 6,050

割賦販売未実現利益繰入額 2,828 10,124

差引売上総利益 1,561,478 1,808,800

販売費及び一般管理費 1,153,025 1,246,371

営業利益 408,452 562,428

営業外収益   

受取利息 11,906 11,795

受取配当金 3,464 4,598

固定資産売却益 7,550 1,717

為替差益 13,761 40,783

不動産賃貸料 21,780 24,340

雑収入 11,177 11,766

営業外収益合計 69,641 95,000

営業外費用   

支払利息 1,111 2,892

不動産賃貸費用 10,790 9,088

雑損失 99 939

営業外費用合計 12,001 12,921

経常利益 466,092 644,508

特別利益   

固定資産売却益 － 97

特別利益合計 － 97

特別損失   

固定資産除却損 － 12

特別損失合計 － 12

税金等調整前四半期純利益 466,092 644,592

法人税、住民税及び事業税 212,908 251,646

法人税等合計 212,908 251,646

少数株主損益調整前四半期純利益 253,184 392,946

少数株主利益 15,498 12,815

四半期純利益 237,685 380,130
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成25年12月１日
　至　平成26年２月28日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成26年12月１日
　至　平成27年２月28日)

少数株主損益調整前四半期純利益 253,184 392,946

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △9,171 15,305

為替換算調整勘定 123,896 504,325

退職給付に係る調整額 － 1,802

その他の包括利益合計 114,725 521,433

四半期包括利益 367,909 914,379

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 337,082 839,007

少数株主に係る四半期包括利益 30,827 75,371
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（有形固定資産の減価償却方法の変更）

　当社及び国内連結子会社では、有形固定資産（平成10年４月１日以降に取得した建物（付属設備を除く）を除

く）の減価償却方法について、定率法を採用しておりましたが、当第１四半期連結会計期間より定額法に変更し

ております。

　これは、減価償却方法の見直しを行ってきた結果、定額法が固定資産の使用実態により即しており、経営管理

の精度を高め、当社及び国内連結子会社の実態をより適切に反映すると判断したため行ったものであります。

　これにより、当第１四半期連結累計期間の営業利益が13,610千円、経常利益及び税金等調整前四半期純利益は

14,938千円それぞれ増加しております。

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

　税金費用の計算については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効

果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しておりま

す。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

１．保証債務残高

前連結会計年度
（平成26年11月30日）

当第１四半期連結会計期間
（平成27年２月28日）

取引先でリース利用者に対する保証

５件
55,345千円

取引先でリース利用者に対する保証

３件
47,597千円

 

２．受取手形裏書譲渡高

 
前連結会計年度

（平成26年11月30日）
当第１四半期連結会計期間
（平成27年２月28日）

受取手形裏書譲渡高 625,026千円 833,470千円

 

※３．四半期連結会計期間末日満期手形

四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日でし

たが、満期日に決済が行われたものとして処理しております。当四半期連結会計期間末日満期手形の金額は、

次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（平成26年11月30日）
当第１四半期連結会計期間
（平成27年２月28日）

受取手形 59,821千円 278,328千円

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次

のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自 平成25年12月１日
至 平成26年２月28日）

当第１四半期連結累計期間
（自 平成26年12月１日
至 平成27年２月28日）

減価償却費 60,750千円 31,071千円

のれんの償却額 9,161 10,575
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成25年12月１日　至　平成26年２月28日）

   配当金支払額

 決議 株式の種類 配当金の総額
１株当たり

配当額
基準日 効力発生日 配当の原資

 平成26年２月25日

 定時株主総会
普通株式 117,849千円  13円 平成25年11月30日 平成26年２月26日 利益剰余金

 

２．株主資本の金額の著しい変動に関する事項

　該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成26年12月１日　至　平成27年２月28日）

   配当金支払額

 決議 株式の種類 配当金の総額
１株当たり

配当額
基準日 効力発生日 配当の原資

 平成27年２月24日

 定時株主総会
普通株式 126,914千円 14円 平成26年11月30日 平成27年２月25日 利益剰余金

 

２．株主資本の金額の著しい変動に関する事項

　当社は、平成27年１月13日開催の取締役会決議に基づき、自己株式266,700株の取得を行いました。この結

果、当第１四半期連結累計期間において自己株式が449百万円増加し、当第１四半期連結会計期間末において

自己株式が661百万円となっております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成25年12月１日　至　平成26年２月28日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円）

 報告セグメント

その他

（注）１
合計

調整額

（注）２

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）３
 産業機械 建設機械 計

売上高        

外部顧客への売上高 9,568,748 1,422,095 10,990,844 7,367 10,998,211 － 10,998,211

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － － － － － －

計 9,568,748 1,422,095 10,990,844 7,367 10,998,211 － 10,998,211

セグメント利益 556,478 65,957 622,435 1,342 623,778 △215,325 408,452

　（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、保険の代理店業を行っております。

２．セグメント利益の調整額△215,325千円は、各セグメントに帰属していない当社の管理部門に係る費用等であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成26年12月１日　至　平成27年２月28日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円）

 報告セグメント

その他

（注）１
合計

調整額

（注）２

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）３
 産業機械 建設機械 計

売上高        

外部顧客への売上高 10,221,705 1,766,922 11,988,628 10,762 11,999,390 － 11,999,390

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － － － － － －

計 10,221,705 1,766,922 11,988,628 10,762 11,999,390 － 11,999,390

セグメント利益 679,752 91,285 771,038 4,741 775,779 △213,351 562,428

　（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、保険の代理店業を行っております。

２．セグメント利益の調整額△213,351千円は、各セグメントに帰属していない当社の管理部門に係る費用等であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントの変更等に関する事項

（有形固定資産の減価償却方法の変更）

　「会計方針の変更」に記載のとおり、当社及び国内連結子会社では、従来、定率法を採用しておりましたが、当第１四半期連結会

計期間より定額法に変更しております。

　この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べ、当第１四半期連結累計期間のセグメント利益が、それぞれ「産業機械」で304千

円、「建設機械」で13,318千円、「調整額」で△11千円増加しております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成25年12月１日
至　平成26年２月28日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成26年12月１日
至　平成27年２月28日）

　１株当たり四半期純利益金額 26円22銭 42円15銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 237,685 380,130

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 237,685 380,130

普通株式の期中平均株式数（千株） 9,065 9,019

　(注)潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成27年４月９日

マルカキカイ株式会社

取締役会　御中

 

近畿第一監査法人

 

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 寺井　清明　　印

 

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 伊藤　宏範　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているマルカキカイ株

式会社の平成26年12月１日から平成27年11月30日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成26年12月１日から

平成27年２月28日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成26年12月１日から平成27年２月28日まで）に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半

期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、マルカキカイ株式会社及び連結子会社の平成27年２月28日現在の財政

状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての

重要な点において認められなかった。

 

強調事項

　「会計方針の変更」に記載されているとおり、会社及び国内連結子会社は当第１四半期連結会計期間より、有形固定資

産の減価償却方法を定率法から定額法に変更している。

　当該事項は、当監査法人の意見に影響を及ぼすものではない。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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